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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年8月23日(2018.8.23)

【公表番号】特表2017-531042(P2017-531042A)
【公表日】平成29年10月19日(2017.10.19)
【年通号数】公開・登録公報2017-040
【出願番号】特願2017-539508(P2017-539508)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/415    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   31/415    　　　　
   Ａ６１Ｐ   19/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月12日(2018.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳動物における変形性関節疾患または病態に関連する疼痛および炎症の治療において
、１～６ｍｇ／体重ｋｇの維持週間投与計画で化合物Ｅ－６０８７を使用するための、化
合物Ｅ－６０８７を含んでなる組成物。
【請求項２】
　維持週間投与計画が１．５～４．５ｍｇ／体重ｋｇである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　維持週間投与計画が４ｍｇ／体重ｋｇまたは２ｍｇ／体重ｋｇである、請求項１または
２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記使用が初期負荷用量を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記負荷用量が約２～１２ｍｇ／体重ｋｇ、好ましくは約３．５～９ｍｇ／体重ｋｇで
ある、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　前記負荷用量が８ｍｇ／体重ｋｇである、請求項４または５に記載の組成物。
【請求項７】
　８ｍｇ／体重ｋｇの負荷用量が、８ｍｇ／体重ｋｇの１用量または４ｍｇ／体重ｋｇの
２用量からなる、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記負荷用量が４ｍｇ／体重ｋｇである、請求項４または５に記載の組成物。
【請求項９】
　４ｍｇ／体重ｋｇの負荷用量が、４ｍｇ／体重ｋｇの１用量または２ｍｇ／体重ｋｇの
２用量からなる、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
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　前記負荷用量が８ｍｇ／体重ｋｇであり、週間投与計画が４ｍｇ／体重ｋｇである、請
求項６または７に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記負荷用量が４ｍｇ／体重ｋｇであり、週間投与計画が２ｍｇ／体重ｋｇである、請
求項８または９に記載の組成物。
【請求項１２】
　変形性関節疾患または病態が関節炎関連疾患または病態であり、好ましくは、前記疾患
が骨関節炎であり、または前記病態が跛行である、請求項１～１１のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項１３】
　哺乳動物における変形性関節疾患または病態に関連する慢性の疼痛および炎症の治療の
ための、請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　哺乳動物における変形性関節疾患または病態に関連する急性～慢性の疼痛および炎症の
治療のための、請求項１～１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　哺乳動物がイヌである、請求項１～１４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１６】
　化合物Ｅ－６０８７と少なくとも１種類の薬学上許容可能な賦形剤とを含んでなる組成
物であって、１～６ｍｇ／ｋｇの維持週間投与計画で化合物Ｅ－６０８７を使用するため
の、組成物。
【請求項１７】
　非ヒト哺乳動物における変形性関節疾患または病態に関連する疼痛および炎症を治療す
る方法であって、１～６ｍｇ／体重ｋｇの維持週間投与計画に従って化合物Ｅ－６０８７
を前記非ヒト哺乳動物に投与することを含んでなる、方法。
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